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  2025 年 2 ⽉から 4 ⽉にかけての約 3 ヶ⽉間、フランス・パリに滞在し、ル・コルビュ
ジエに関する研究を進めるとともに、パリ郊外および近隣都市を訪問した。その過程で、ア
ートを媒介とした都市づくりや地域再⽣の取り組み、さらには治安改善を⽬的としてアー
トが活⽤されている事例をいくつか確認することができた。本発表では、そうした実践例の
⼀端を紹介する。まず、フランス⻄部、ロワール川流域に位置するナント市を取り上げる。
同市はパリから TGV で約 2 時間半の距離にあり、かつてはナント港を中⼼に、アフリカと
の貿易や砂糖産業、17〜18 世紀には造船業によって繁栄した。しかし、産業構造の変化に
伴い経済は衰退し、都市としての活⼒も減退した。その後、⽂化芸術を核とした都市再⽣が
図られ、2003 年と 2004 年に、週刊誌『ル・ポワン』誌上で「最も暮らしやすい都市」に選
出されるなど、注⽬を集めている。次に、治安上の課題を抱えるとされるパリ北部の第 10
区、第 18 区、第 19 区周辺における事例を紹介する。これらの地域では、アート活動拠点
を中⼼とした地域連携の推進、ストリートアートを通じた都市景観の改善、さらには芸術活
動を通じた地域コミュニティの再構築といった取り組みが進められており、都市社会にお
けるアートの新たな役割が⽰唆されている。 
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